
平
成
二
十
年
一
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

三

〇

号

社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
の
補
助
金
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

30



社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
の
補
助
金
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
各
地
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
以
下
、
「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
都

道
府
県
よ
り
運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
（
以
下
、
「
交
付
金
」
と
い
う
。
）
と
の
名
目
で
補
助
が
な
さ
れ
て
い
る
と
承
知

す
る
が
、
「
交
付
金
」
の
創
設
経
緯
、
趣
旨
及
び
そ
の
法
的
根
拠
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
」
に
対
し
て
毎
年
ど
れ
だ
け
の
金
額
の
補
助
が

な
さ
れ
、
現
在
ど
れ
だ
け
の
積
み
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
〇
八
年
一
月
二
十
五
日
付
の
新
聞
報
道
（
以
下
、
「
報
道
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
「
交
付
金
」
の
積
み
立
て
基

金
（
以
下
、
「
基
金
」
と
い
う
。
）
が
二
〇
〇
六
年
度
末
で
千
二
百
億
円
に
上
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
基
金
」

は
ど
の
様
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
」
の
主
管
官
庁
で
あ
る
国
土
交
通
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

四

「
報
道
」
に
よ
る
と
、
「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
」
の
関
連
政
治
団
体
「
道
路
運
送
経
営
研
究
会
」
を
通
じ
て
ト
ラ
ッ
ク
議
員
連

盟
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
七
十
人
に
対
し
て
政
治
献
金
が
な
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
が
、
右
は
一
の
「
交
付
金
」
の
創
設
経

緯
、
趣
旨
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
妥
当
か
。
国
土
交
通
省
の
見
解
如
何
。

五

「
報
道
」
に
よ
る
と
、
「
交
付
金
」
は
都
道
府
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
一
方
で
、
「
交
付
金
」
に
つ
い
て
の
行
政
指
導
は
国

一



か
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
一
の
「
交
付
金
」
の
創
設
経
緯
、
趣
旨
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
妥
当
か
。
国

土
交
通
省
の
見
解
如
何
。

六

「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
」
に
天
下
っ
た
国
家
公
務
員
は
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
氏
名
及
び
退
職
前
の
官

職
、
天
下
っ
た
日
に
ち
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
道
路
運
送
経
営
研
究
会
」
よ
り
ど
れ
だ
け
の
政
治
献
金
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
献
金
額
、
献
金
先
に
つ
い
て
、
年

ご
と
に
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

国
土
交
通
省
は
、
「
交
付
金
」
及
び
「
基
金
」
が
真
に
一
の
創
設
経
緯
、
趣
旨
に
沿
っ
た
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
か
。

九

八
で
、
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
う
考
え
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

十

財
政
再
建
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
様
々
な
負
担
増
を
強
い
ら
れ
て
い
る
国
民
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
」

が
千
二
百
億
円
も
の
「
基
金
」
を
有
す
る
一
方
で
、
毎
年
「
交
付
金
」
を
受
け
取
り
、
更
に
国
家
公
務
員
の
天
下
り
を
引
き

受
け
、
「
道
路
運
送
経
営
研
究
会
」
を
通
じ
て
政
治
献
金
ま
で
し
て
い
る
こ
と
は
、
税
金
の
無
駄
な
垂
れ
流
し
に
映
り
、
国

民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
「
交
付
金
」
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
廃
止
を
含
め
た
検
討
を
行
う

二



べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


